
一
八
五
九
年
二
月
十
四
日
（
前
後
の
経
緯
は
わ
か
ら
な
い
が
）
彼
は
政
府
当
局
に
海
軍
病
院
設
置
の
建
言
を
送
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当

地
の
衛
生
医
療
事
情
の
困
窮
不
備
を
訴
え
、
水
兵
た
ち
（
寄
港
外
人
兵
士
も
含
め
）
が
安
心
し
て
受
診
入
院
で
き
る
施
設
を
創
る
こ
と
、
五
年

間
に
一
二
人
の
医
学
生
を
養
成
し
彼
ら
を
保
健
衛
生
士
官
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
（
半
数
は
政
府
が
選
び
、
他
の
半
数
は
医
師
の
選
抜
に
任
せ

（
一
）
（
一
一
、
一
二
）

前
報
（
あ
る
い
は
他
誌
）
で
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
の
履
歴
や
逸
話
を
中
心
に
述
べ
た
。
今
回
は
彼
ら
の
教
育
研
究
上
の
業
績
や
著
述

を
中
心
に
記
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
不
備
を
補
い
た
い
。
い
ず
れ
も
細
友
と
し
た
こ
と
な
が
ら
、
既
報
を
含
め
御
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。
さ
ら

に
、
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
が
ら
あ
ま
り
流
布
し
て
い
な
い
事
柄
も
記
し
て
お
く
。

一
八
五
九
岸

わ
か
ら
な
い
。

（
四
）

れ
る
。

（
一
一
）

ミ
ュ
ル
レ
ル
は
一
八
五
六
’
一
八
六
七
年
の
問
、
ハ
イ
チ
の
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
に
招
か
れ
「
軍
隊
及
上
軍
事
病
院
総
監
」
を
務
め
た
と
あ

る
が
、
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
ハ
イ
チ
国
立
図
書
館
（
国
臣
○
号
ｇ
目
①
ｚ
島
。
ご
巴
①
島
国
騨
匿
）
に
彼
の
建
言
書
が
一
件
見
出
さ

ハ
イ
チ
政
府
公
文
書

八
五
九
年
、
ラ
ー
ケ
イ
Ｐ
①
唖
○
塁
㈹
“
）
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
彼
が
当
時
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
の
か
、
一
時
駐
留
し
て
い
た
の
か
、

御
雇
教
師
『
、
、
ユ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
（
二
）

繩
砿
罐
樫
琴
錐
錠
埠
犀
弄
狸
捲
舞
麺
病
昭
和
六
十
三
年
五
月
九
日
受
付

小

関
恒
雄

１
〆３３／
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る
）
、
病
院
（
二
四
床
ぐ
ら
い
の
）
建
設
資
金
と
し
て
ラ
ー
ケ
イ
港
に
入
港
の
遠
洋
船
に
ハ
イ
チ
銀
貨
十
枚
の
税
金
を
掛
け
る
こ
と
、
医
師
は

政
府
中
央
と
直
結
し
て
い
る
こ
と
、
云
々
。

ミ
ュ
ル
レ
ル
の
建
言
通
り
、
こ
の
病
院
が
実
現
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
働
き
盛
り
の
一
二
年
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
成
し
た
で

（
四
）

あ
ろ
う
が
、
以
上
を
管
見
し
え
た
の
糸
で
、
同
書
第
三
冊
に
も
何
も
見
出
せ
な
い
。

ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
は
明
治
四
年
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
ら
に
先
が
け
南
校
に
雇
わ
れ
た
ド
イ
ツ
語
教
師
で
あ
る
が
、
後
年
、
回
想
記
の
中
で
彼
ら
を
描

（
五
）

い
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
以
下
抄
出
す
る
。

「
最
初
の
医
師
〔
東
校
教
師
〕
は
軍
医
少
佐
の
ミ
ュ
ラ
ー
と
海
軍
軍
医
大
尉
の
ホ
フ
マ
ン
で
、
前
者
は
外
科
と
解
剖
学
、
後
者
は
内
科
学

を
担
当
し
た
。
そ
し
て
予
科
教
師
と
し
て
、
化
学
の
ド
ク
ト
ル
・
コ
ッ
ヒ
ウ
ス
、
物
理
学
の
ド
ク
ト
ル
・
ヒ
ル
ゲ
ン
ド
ル
フ
、
薬
剤
師
と
し

て
ニ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
の
三
氏
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
」
「
ミ
ュ
ラ
ー
は
長
い
間
ハ
イ
チ
に
い
て
、
ハ
イ
チ
の
娘
と
結
婚
し
た
。
彼
の
夫
人
の
ド
イ

ツ
語
は
ブ
ロ
ー
ク
ン
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
し
て
い
た
。
彼
女
は
気
立
の
よ
い
婦
人
で
あ
っ
た
が
、
言
葉
遣
い
や
振
舞
い
が

無
邪
気
と
い
お
う
か
、
し
ば
し
ば
子
供
じ
染
て
さ
え
い
た
。
」
．
方
、
ホ
フ
マ
ン
夫
人
は
き
わ
立
っ
て
美
し
い
人
で
あ
っ
た
が
、
つ
ん
と
す

ま
し
て
い
た
。
」
「
ミ
ュ
ラ
ー
は
一
夜
と
し
て
一
人
で
過
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
い
て
い
夕
方
に
は
来
客
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
知
人
を
訪

問
し
た
の
で
あ
る
。
五
人
の
教
師
た
ち
は
皆
、
江
戸
の
も
っ
と
も
美
し
い
公
園
の
一
つ
で
あ
る
上
野
公
園
に
住
ん
で
い
た
。
」
「
当
時
、
医
学

校
の
建
物
は
街
の
中
央
の
平
坦
な
場
所
に
あ
っ
た
。
ミ
ュ
ラ
ー
が
指
導
的
な
医
師
と
し
て
任
命
さ
れ
、
月
額
六
百
円
の
報
酬
を
受
け
、
一

方
、
ホ
フ
マ
ン
は
三
百
円
で
あ
っ
た
。
両
氏
は
と
も
に
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
仲
介
で
来
日
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
「
ホ
フ
マ
ン
は
し
ば
ら
く
経

っ
て
か
ら
、
日
本
の
事
情
を
探
っ
た
後
、
年
長
の
権
威
あ
る
日
本
の
医
師
に
、
彼
が
医
師
と
し
て
学
問
的
に
同
等
な
同
僚
ミ
ュ
ラ
ー
と
金
銭

ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
描
く
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
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（
七
、
八
）

ミ
ュ
ル
レ
ル
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
一
年
の
十
二
月
末
に
．
般
的
な
試
験
の
方
法
で
箭
に
か
け
、
そ
の
結
果
合
格
し
た
の
は
五
十
九
人
だ
け

だ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
中
か
ら
も
そ
の
後
六
人
が
退
学
し
、
さ
ら
に
病
気
、
死
亡
そ
の
他
特
別
の
事
情
な
ど
で
在
学
生
の
数
は
ぐ
ん
と
少
く
な

（
八
）

り
、
わ
れ
わ
れ
の
任
期
が
切
れ
た
時
〔
明
治
七
年
？
〕
に
は
三
十
五
名
に
減
っ
て
い
た
。
」
と
い
う
。

こ
の
五
九
人
に
し
ぼ
っ
た
時
点
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
後
明
治
七
年
当
時
の
ク
ラ
ス
編
成
経
過
の
模
様
は
記
録
が
残
っ
て
い
る

（
五
）
（
六
）

ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
の
言
う
こ
と
が
な
に
も
す
べ
て
正
し
い
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
夫
人
の
印
象
な
ど
写
真
で
ゑ
る
限
り
納
得

（
七
）

で
き
よ
う
。
た
だ
し
三
宅
秀
に
よ
れ
ば
、
夫
人
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
後
妻
、
子
供
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

的
に
も
同
様
に
遇
し
て
ほ
し
い
と
要
求
し
た
。
彼
は
あ
る
死
体
の
心
肥
大
を
証
明
す
る
た
め
、
解
剖
す
る
前
に
、
針
で
拡
張
し
た
心
臓
を
な

（
注
一
）

ぞ
っ
て
み
せ
た
。
開
腔
し
て
承
る
と
、
彼
の
言
っ
た
通
り
で
あ
り
、
そ
の
時
か
ら
彼
も
六
百
円
の
月
給
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
も
な
い

と
本
国
召
還
を
申
請
す
る
と
迫
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ホ
フ
マ
ン
は
陸
軍
省
の
顧
問
医
の
地
位
を
得
る
の
に
成
功
し
、
そ
れ
で
毎
月
二

百
ド
ル
の
収
入
を
得
た
。
ま
た
、
毎
週
横
浜
に
執
務
時
間
中
に
出
向
き
、
一
時
間
当
り
十
ド
ル
の
対
診
料
を
、
ま
た
患
家
の
往
診
に
は
二
十

ド
ル
を
請
求
し
た
。
そ
れ
で
、
彼
の
月
収
は
ち
ょ
う
ど
千
ド
ル
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
彼
は
金
坑
に
投
機
を
し
て
、
実
に
一
万
ド

ル
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
」

「
ミ
ュ
ラ
ー
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
性
格
だ
っ
た
。
彼
は
い
つ
か
、
こ
う
言
っ
て
い
た
。
ｌ
私
は
二
人
の
子
供
が
必
要
と
す
る
も
の
を
彼
ら

に
送
り
ま
す
。
そ
し
て
収
入
の
残
り
を
江
戸
で
支
出
し
ま
す
。
私
は
日
本
人
に
、
私
が
ド
イ
ツ
で
造
う
た
め
に
日
本
で
金
を
貯
め
た
と
い
わ

れ
た
く
な
い
の
で
す
。
」
「
ミ
ュ
ラ
ー
夫
妻
は
よ
く
私
の
家
に
や
っ
て
来
た
。
し
ば
し
ば
彼
ら
は
何
の
前
ぶ
れ
も
な
く
訪
ね
て
き
て
、
夕
方
ま

で
い
た
。
彼
は
一
八
七
五
年
ま
で
私
た
ち
の
家
庭
医
だ
っ
た
。
」

医
学
生
処
分
と
学
級
組
分
け
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（
八
）

ミ
ュ
ル
レ
ル
は
着
任
当
時
の
東
校
（
和
泉
橋
通
の
藤
堂
屋
敷
）
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
「
屋
敷
」
す
な
わ
ち
「
幅
の
広
い
堀
で
四
方

の
通
り
か
ら
隔
て
ら
れ
て
い
る
区
画
の
一
部
ま
た
は
全
部
」
で
、
「
排
水
口
が
全
然
な
い
か
、
あ
っ
て
も
十
分
に
排
水
で
き
な
い
こ
の
堀
へ
屋

敷
の
水
が
流
れ
込
む
の
で
、
堀
に
溜
っ
た
水
は
悪
臭
を
放
っ
て
い
る
。
」
屋
敷
に
は
池
や
裏
庭
や
中
庭
が
沢
山
あ
り
「
そ
こ
へ
汚
い
水
が
棄
て

ら
れ
た
り
、
果
物
、
魚
そ
の
他
の
食
物
の
屑
が
投
げ
捨
て
ら
れ
る
の
で
、
堀
の
淀
み
水
と
同
様
、
何
の
こ
と
は
な
い
伝
染
病
の
巣
が
出
来
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
」
さ
ら
に
汲
取
り
式
の
側
が
沢
山
あ
る
。
「
病
院
の
場
合
、
狭
い
部
屋
に
大
勢
の
人
間
が
同
居
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

（
『
文
部
省
雑
誌
』
一
二
号
、
一
八
七
四
）
。
す
な
わ
ち
「
今
般
第
一
大
学
区
東
京
医
学
校
二
於
テ
明
治
六
年
ヨ
リ
七
年
二
至
ル
冬
半
期
生
徒
学
業

ヲ
試
験
シ
教
授
独
乙
人
「
ミ
ュ
ル
ラ
ル
」
及
上
「
ホ
フ
マ
ン
」
ヨ
リ
開
申
セ
ル
表
左
ノ
如
シ
」
と
あ
り
、
一
等
本
科
生
、
二
等
本
科
生
、
一
等

（
九
、
一
○
）

預
科
生
、
二
等
預
科
生
（
一
ノ
部
、
ニ
ノ
部
）
ま
で
ク
ラ
ス
が
進
級
し
て
い
る
状
況
が
よ
く
わ
か
る
（
な
お
、
小
関
参
照
）
。

う
ち
一
等
本
科
生
を
羅
列
す
れ
ば
（
成
績
別
組
分
）
、
一
ノ
甲
（
岡
玄
卿
、
須
田
哲
造
、
橘
良
佳
、
三
潴
謙
造
、
印
東
玄
得
、
原
田
豊
）
、
一

（
菅
野
順
、
柳
下
貞
橘
、
小
林
玄
海
、
中
村
良
益
、
宇
野
朗
）
、
一
ニ
シ
テ
不
及
ニ
ニ
シ
テ
有
余
（
山
崎
元
脩
、
吉
田
貞
準
、
三
浦
省
軒
、
大
多

マ
マ

和
七
郎
、
浜
野
昇
、
桜
井
郁
太
郎
、
山
崎
泰
介
、
赤
鹿
東
策
）
、
二
（
河
野
貫
道
、
松
沢
元
貞
、
野
口
安
次
、
山
田
小
弥
太
、
渡
辺
悌
次
郎
、

長
谷
川
順
次
郎
、
三
浦
浩
一
、
小
野
梁
吉
、
石
川
仲
全
、
大
川
宗
炳
、
大
河
内
和
、
室
賀
六
郎
）
、
二
一
一
シ
テ
不
及
三
ニ
シ
テ
有
余
（
浅
川
岩

（
八
）

瀬
）
、
全
期
病
二
罹
ル
ヲ
以
テ
番
外
ト
ス
（
今
村
去
三
）
。
こ
れ
ら
一
等
本
科
生
は
計
三
三
名
で
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
い
う
三
五
名
（
誰
彼
を
指
す

の
か
不
明
）
と
は
合
わ
な
い
。
当
時
、
組
替
等
が
あ
っ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
彼
ら
三
三
名
の
う
ち
、
山
田
小
弥
太
、
今
村
去

（
一
一
）

三
を
除
く
三
一
名
が
明
治
九
年
東
京
医
学
校
卒
業
生
と
な
る
。

二
等
本
科
生
は
高
階
経
本
、
佐
々
木
政
吉
ら
計
三
三
名
が
挙
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
う
ち
清
水
郁
太
郎
や
佐
を
木
ら
計
二
○
名
が
明
治
十
二
年

（
一
一
）

卒
の
い
わ
ゆ
る
第
一
回
卒
業
生
と
な
る
。

「
病
院
建
築
」
建
言
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こ
の
環
境
は
さ
ら
に
悪
く
な
っ
た
。
」

（
一
○
）

ミ
ュ
ル
レ
ル
ら
は
劣
悪
な
医
学
校
の
現
状
を
訴
え
、
移
転
新
築
を
建
言
し
た
（
『
公
文
録
』
明
治
七
年
三
月
文
部
省
伺
）
。
細
か
い
経
過
は
省

（
一
○
）

く
が
、
文
部
省
お
よ
び
医
学
校
当
局
は
移
転
先
を
明
治
六
年
一
月
以
降
上
野
山
内
に
絞
り
、
計
画
を
進
め
て
い
た
が
難
渋
し
て
い
た
。
直
接
に

（
注
二
）

は
こ
れ
ら
一
向
に
進
展
し
な
い
現
状
へ
の
催
促
で
あ
る
。

「
抑
当
所
医
学
校
〈
天
下
万
民
ノ
病
苦
ヲ
救
ハ
ン
カ
為
メ
生
徒
ヲ
教
育
ス
ル
所
ナ
レ
ハ
最
モ
注
意
セ
ズ
ン
ハ
ァ
ル
可
ラ
サ
ル
所
ナ
リ
然
ル

ー
去
ヌ
ル
夏
中
以
来
医
学
校
並
一
一
預
備
校
ノ
生
徒
等
病
二
罹
ル
者
半
〈
’
一
居
し
り
之
レ
ニ
依
テ
暫
時
廃
業
ノ
免
レ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
学
科
進

歩
ノ
害
等
シ
ク
健
康
ノ
輩
二
迄
ブ
然
リ
而
シ
テ
病
症
ヲ
診
察
ス
ル
ニ
過
半
〈
脚
気
病
一
一
シ
テ
実
二
怖
ル
ヘ
キ
ノ
甚
シ
ト
云
へ
シ
」
「
脚
気
病

〈
土
地
ノ
性
質
二
関
ス
ル
者
」
で
あ
る
か
ら
「
病
院
中
へ
充
満
ス
ル
湿
気
謬
多
ナ
ル
ヵ
故
へ
当
湿
地
暫
ク
御
用
上
被
成
候
二
於
テ
ハ
伝
染
病

ノ
増
益
セ
シ
コ
ト
疑
ヒ
ナ
ク
存
候
」
「
此
ノ
如
ク
悪
疾
病
院
中
へ
蔓
延
ス
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
活
溌
勉
励
ナ
ル
生
徒
へ
伝
染
シ
自
然
医
学
脩
整
前

二
業
ヲ
廃
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
是
レ
ニ
依
テ
学
科
進
歩
ヲ
障
碍
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
医
学
ヲ
立
テ
置
レ
シ
御
趣
意
二
相
戻
り
可
申
ト
臣
等
同
役
勘

考
候
処
当
処
ハ
全
ク
四
方
二
腐
水
ノ
溜
溝
ア
ル
カ
故
純
粋
ノ
内
科
病
ヲ
患
へ
シ
者
モ
当
校
内
へ
暫
時
滞
在
中
或
〈
身
虚
熱
症
ト
ナ
リ
或
〈
瘡

ト
ナ
リ
屡
々
永
続
ノ
湿
気
毒
二
伝
染
ス
ル
等
其
例
少
ナ
カ
ラ
ス
」
「
斯
ノ
如
キ
害
ヲ
防
カ
ン
ト
ス
ル
ニ
必
ス
先
シ
高
燥
ノ
地
ヲ
撰
上
新
病
院

及
上
学
校
ヲ
建
築
ス
ル
ニ
如
カ
ス
〔
略
〕
請
う
臣
等
力
願
上
御
採
用
ア
リ
テ
速
カ
ニ
悪
疾
ノ
憂
ヲ
避
ヶ
勝
地
へ
建
築
ノ
備
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
臣

等
尚
ホ
生
徒
病
症
ノ
原
ヲ
探
ク
ル
ー
精
神
活
溌
ナ
ラ
サ
ル
ハ
全
ク
食
料
ノ
不
十
分
ナ
ル
ト
運
動
ノ
少
ナ
キ
ト
ニ
頼
テ
眼
前
ノ
害
ヲ
避
ク
ル
抵

抗
力
ナ
ク
夫
レ
食
料
足
ラ
サ
レ
ハ
躯
身
長
大
ナ
ラ
ス
又
運
動
多
カ
ラ
サ
レ
ハ
飲
食
消
化
セ
ス
飲
食
消
化
セ
サ
レ
ハ
遂
二
健
康
ヲ
害
ス
ル
ニ
至

ル
」
「
是
レ
ニ
依
テ
考
フ
ル
所
来
夏
中
必
ス
同
等
ノ
害
ア
ル
ヘ
キ
コ
ト
瞭
然
タ
ル
カ
故
臣
等
同
役
議
決
シ
テ
其
悪
患
ヲ
除
避
セ
ン
ヵ
為
メ
御

省
へ
左
ノ
件
為
注
目
ノ
次
第
奉
建
言
候
」

第
一
項
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生
徒
へ
日
全
一
時
間
ノ
休
暇
ヲ
与
へ
随
意
二
運
動
ナ
サ
シ
メ
尚
ホ
季
候
二
依
テ
其
時
間
ヲ
定
ム
ヘ
シ
〔
略
〕
又
毎
級
ノ
生
徒
皆
教
師
ト
共
二

博
物
学
ノ
俳
個
二
順
を
立
シ
ム
ヘ
キ
事

生
徒
ノ
食
料
〈
日
々
用
ユ
ル
所
ノ
肉
ノ
分
量
少
ナ
ク
モ
三
百
「
グ
ラ
ン
ム
」
〔
略
〕
ト
定
ム
ヘ
キ
事

寄
宿
舎
及
上
学
校
ノ
便
所
〈
少
ナ
ク
ト
モ
夏
ノ
間
多
量
ノ
伝
染
毒
駆
除
薬
二
由
リ
テ
其
悪
臭
ヲ
去
ラ
ス
ン
ハ
ア
ル
可
ラ
ス

第
五
項
‐

病
二
罹
リ
暫
時
業
ヲ
廃
ス
ル
生
徒
全
数
ノ
三
分
一
二
満
ツ
レ
ハ
他
二
伝
染
ス
ル
ヲ
予
防
セ
ン
カ
為
メ
閉
校
致
ス
ヘ
キ
事

総
体
ノ
生
徒
〈
東
京
ノ
悪
シ
キ
気
候
ヲ
避
ク
ル
為
メ
尤
モ
注
意
セ
ス
ン
ハ
ア
ル
可
カ
ラ
ス
故
一
一
休
暇
〈
少
シ
ク
早
ク
始
メ
遅
ク
終
ル
ヲ
要
ス

第
三
項

脚
気
病
ヲ
患
へ

第
四
項

去
ル
夏
中
脚
気
病
及
上
湿
気
毒
ヲ
受
ケ
シ
生
徒
〈
遅
ク
ト
モ
来
六
月
一
ス
高
台
乾
燥
｝
一
シ
テ
空
気
流
通
ス
ル
地
へ
移
転
サ
ス
ヘ
キ
事

マ
マ

病
院
、
学
校
及
上
寄
宿
舎
等
新
二
建
築
成
サ
レ
候
一
ス
尤
モ
高
操
ノ
地
ヲ
撰
上
四
方
圧
窒
セ
サ
ル
所
一
一
シ
テ
諸
省
二
離
レ
サ
ル
ヲ
可
ト
ス
又

新
地
建
築
〈
遅
ク
ト
モ
千
八
百
七
十
五
年
ノ
夏
初
旬
迄
一
天
成
功
シ
住
居
相
叶
上
候
様
致
度
候
事

ノレ

事

第
九
項

第
八
項

第
七
項

第
六
項

第
二
項

シ
生
徒
ノ
中
若
シ
同
人
ノ
本
国
脚
気
病
二
害
ナ
キ
地
ナ
レ
ハ
暑
中
ノ
間
帰
郷
致
サ
ス
ヘ
キ
事
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以
上
、
彼
ら
の
建
言
の
力
点
は
生
徒
の
健
康
管
理
に
置
か
れ
、
そ
の
た
め
急
遼
「
高
燥
ノ
地
」
へ
の
学
校
新
築
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
一
一
一
）

も
ち
ろ
ん
、
当
時
脚
気
の
原
因
は
わ
か
っ
て
お
ら
ず
（
『
医
事
新
聞
』
二
九
号
、
一
八
八
○
、
宗
田
そ
の
他
）
、
伝
染
説
、
中
毒
説
、
栄
養
障
害

説
等
諸
説
が
あ
っ
た
が
、
ホ
フ
マ
ン
ら
は
身
体
の
栄
養
不
足
衰
弱
と
し
、
当
然
対
症
療
法
と
し
て
栄
養
改
善
を
採
っ
て
い
た
。
こ
の
食
料
云
々

と
い
う
こ
と
は
実
際
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
当
時
の
寄
宿
舎
の
宿
料
が
四
円
五
十
銭
も
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
ホ
フ
マ
ン
の
説
で
は
脚
気

は
食
事
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
朝
は
卵
三
個
と
お
汁
、
香
の
物
、
昼
は
百
目
位
の
牛
肉
一
皿
、
夜
は
魚
、
牛
肉
の
ス
ー
プ
、
野
菜
と
い

（
一
○
）

っ
た
献
立
だ
っ
た
と
い
う
（
『
東
京
帝
国
大
学
法
医
学
教
室
五
十
三
年
史
』
一
九
四
三
よ
り
）
。

ミ
ュ
ル
レ
ル
ら
は
、
と
も
か
く
取
り
あ
え
ず
当
面
必
要
な
雫
ハ
ラ
ッ
ク
建
を
急
ぎ
、
大
建
築
（
本
格
西
洋
式
）
は
順
次
時
間
を
か
け
て
施
行
す

（
八
、
一
○
）

る
こ
と
を
提
言
し
、
設
計
図
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、
結
局
政
府
は
出
費
多
端
の
折
、
明
治
五
年
炎
上
の
皇
居
新
築
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ
時
と
あ

体
操
術
ヲ
以
テ
学
科
ノ
ー
部
ト
シ

千
八
百
七
十
三
年
十
一
月
廿
日

文
部
省
御
中

部
ト
シ
諸
生
徒
ヲ
シ
テ
他
ノ
学
科
同
様
尽
力
勉
励
致
サ
シ
ム
ヘ
キ
事

同同同同同同ド
ク

ト

ノレ

ミ
ユ
ル
レ
ル

ホ
フ
マ
ン

コ
ッ
ヒ
ュ
ス

ヒ
ル
ケ
ン
ド
ル
フ

フ
ン
ク

ホ
ル
ツ

デ
ニ
ッ
ツ
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（
一
、
一
二
、
一
ハ
）
（
一
ハ
）

者
が
二
葉
見
出
し
た
。
彼
の
夫
人
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。

ホ
フ
マ
ン
に
至
っ
て
は
、
こ
の
他
一
枚
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
（
入
沢
が
『
中
外
医
事
新
報
』
二
一
○
八
号
、
一
九
三
四
に
掲
ぐ
）
。

（
一
一
二
）

こ
こ
に
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
肖
像
一
枚
が
あ
る
（
図
１
）
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
（
一
九
六
七
）
所
載
の
写
真
か
ら
の

模
写
で
あ
ろ
う
。
図
か
ら
推
定
す
る
限
り
、
一
等
軍
医
正
（
軍
医
中
佐
）
の
礼
装
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
肩
幅
が
狭
い
、
軍
帽
尖
端
部
が
鈍
す

ぎ
る
、
顎
紐
が
描
か
れ
て
い
な
い
、
鉄
十
字
勲
章
の
侃
用
方
法
が
お
か
し
い
な
ど
、
か
な
り
杜
撰
な
絵
で
は
あ
る
（
遠
藤
毅
私
信
）
。
．
等
軍

（
注
三
）

医
正
」
な
ら
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
以
降
（
の
写
真
等
か
ら
）
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
二
一
）

つ
い
で
に
本
文
も
記
し
て
お
こ
う
。
「
独
逸
帝
国
陸
軍
一
等
軍
医
正
ド
ク
ト
ル
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
君
〈
其
前
明
治
維
新
ノ
際
我
政
府
ヨ
リ
独
逸

政
府
へ
碩
学
ナ
ル
医
学
教
頭
一
名
副
教
頭
一
名
ヲ
請
求
セ
ラ
レ
シ
ニ
独
逸
政
府
〈
教
頭
ト
シ
テ
君
ヲ
撰
任
ス
君
明
治
四
年
七
月
ヲ
以
テ
ド
ク
ト

ル
、
ホ
フ
マ
ン
氏
ト
共
二
東
京
大
学
東
校
二
到
着
シ
学
科
ヲ
更
正
シ
解
剖
学
ヨ
リ
順
次
二
教
授
シ
殊
二
外
科
学
術
一
一
秀
テ
タ
リ
期
満
テ
更
一
一
宮

マ
マ

内
省
二
聰
セ
ラ
ル
明
治
七
年
七
月
西
帰
ス
本
邦
二
独
逸
医
学
ヲ
齋
シ
タ
ル
ハ
君
ヲ
最
初
ト
ス
君
性
雄
爽
任
侠
ニ
シ
テ
生
徒
ヲ
教
育
ス
ル
ニ
厳
格

図1レオポルド・ミ ユルレル

ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
の
写
真
（
肖
像
）
は
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年

史
』
（
一
九
三
二
）
の
も
の
が
有
名
で
あ
る
。
ミ
ュ
ル
レ
ル
に
つ
い
て
は
箸

っ
て
、
あ
っ
さ
り
見
送
ら
れ
た
。
そ
し
て
「
建
設
資
金
と
し
て
計
上
さ
れ
た

五
十
万
元
の
予
算
は
、
台
湾
征
伐
費
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
財
政
支
出
に
振
替

（
八
）

え
ら
れ
た
。
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
最
初
の
案
を
基
に
し
て
日
本
風
の
尋
ハ
ラ

（
八
）

ツ
ク
建
の
衛
戌
病
院
」
が
本
郷
加
賀
屋
敷
に
建
て
ら
れ
た
の
は
、
彼
ら
の
帰

国
後
で
あ
る
。

ミ
ュ
ル
レ
ル
の
肖
像
画
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薬
学
方
面
へ
の
貢
献

（
一
四
）

彼
ら
の
薬
学
へ
の
貢
献
が
ま
ま
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
主
と
し
て
根
本
に
よ
る
。

当
時
の
医
務
局
長
、
長
与
專
斎
は
西
欧
の
近
代
薬
事
制
度
の
導
入
に
際
し
、
彼
ら
に
諮
問
し
て
、
明
治
六
年
五
月
「
薬
剤
取
調
之
法
」
を
成

案
布
達
し
た
。
い
わ
ゆ
る
医
薬
分
業
を
目
指
し
、
薬
剤
師
養
成
の
た
め
の
「
製
薬
学
校
」
設
立
、
日
本
薬
局
方
制
定
等
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
同
年
六
月
「
製
薬
学
ノ
ー
科
、
薬
石
ノ
製
煉
、
真
質
ノ
鑑
別
、
輸
出
入
ノ
方
法
ヨ
リ
毒
殺
ノ
裁
判
二
至
ル
皆
之
二
関
セ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
故

二
文
明
列
邦
殊
二
之
ヲ
重
ン
ズ
」
と
う
た
い
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
具
体
策
と
し
て
「
製
薬
学
校
学
則
案
」
を
作
成
し
た
。
か
く
て
、
同
年
九

月
、
医
学
校
に
製
薬
学
科
が
開
設
さ
れ
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
ド
イ
ツ
人
ニ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
を
招
い
て
薬
学
教
育
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
が
、
彼
が
ま
ず
薬
局
業
務
に
専
念
し
た
い
と
申
し

出
た
た
め
、
実
際
に
製
薬
学
教
師
（
ド
ク
ト
ル
・
ラ
ン
ガ
ル
ト
）
が
着
任
す
る
の
は
明
治
八
年
十
一
月
で
あ
り
、
帰
国
す
る
ミ
ュ
ル
レ
ル
ら
と

人
皆
之
二
服
ス
遂
二
勲
四
等
二
叙
セ
ラ
レ
旭
日
小
綬
章
ヲ
贈
与
セ
ラ
ル
西
帰
ノ
后
伯
霊
陸
軍
廃
兵
病
院
長
一
一
補
セ
ラ
レ
現
一
一
其
職
二
在
り
」
。

出
た
た
め
、
実
際
｝

行
き
違
い
に
な
る
。

「
任
侠
」
と
は
面
白
い
。

冨
筐
庁
局
《
己
尉
目
く
も
医
昌
向
ロ
号
日
尉
号
い
］
臼
胃
劇
岳
罷
砕
目
尻
崗
凰
、
①
Ｆ
ｇ
胃
邑
（
閃
の
四
⑦
日
ご
明
白
の
凰
烏
Ｑ
匡
日
豆
昌
冒
①
唇
）
冨
唾
○
屋
号
愚
ぐ
○
日

騨
旨
］
○
四
闇
ぽ
⑦
目
巨
国
包
箇
凰
庁
降
切
も
巳
旨
①
筐
○
ず
⑦
昌
鴎
四
口
。
で
巨
口
言
①
脚
畠
己
凹
侭
①
黒
①
胃
ご
〕
少
．
閏
芦
勗
砕
昌
国
匡
）
国
①
農
昌
〕
』
“
の
①

『
東
校
医
院
治
験
録
』
（
ミ
ュ
ル
レ
ル
Ⅱ
ホ
フ
マ
ン
説
諭
治
療
表
章
）
、
巻
之
一
、
く
十
一
、
東
校
医
院
官
版
、
須
原
屋
伊
八
・
島
村
屋
利
助
発

（
一
五
）

見
、
壬
申
正
月
発
閲
（
一
八
七
二
）
。
阿
知
波
は
本
書
を
も
と
に
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
外
科
学
上
の
功
績
な
い
し
限
界
を
詳
述
し
て
い
る
の
で
、

（
注
四
）

著
作
講
義
録
リ
ス
ト
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困
○
津
昌
脚
昌
罠
ロ
尉
討
勺
閏
房
呂
①
〆
凹
騨
の
》
ザ
匙
．
〉
昌
含
盲
忌
ｌ
閏
》
届
薗

国
○
津
冒
目
目
侭
冒
湯
農
ｇ
①
国
司
品
ロ
ロ
輌
号
唾
シ
ゥ
日
日
函
甘
］
砦
四
国
．
夢
丘
・
》
』
（
ら
唖
路
ｌ
圏
．
扇
忍

『
医
院
雑
誌
』
東
京
医
学
校
編
輯
、
一
’
二
（
一
八
七
五
）
、
三
’
二
（
一
八
七
六
）
。
前
掲
『
治
験
録
』
の
続
編
と
桑
な
せ
る
も
の
で
、

「
雑
誌
」
と
い
う
よ
り
講
義
録
。
た
だ
し
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
始
め
外
人
教
師
の
た
ん
な
る
口
授
筆
記
と
い
う
よ
り
、
い
わ
ゆ
る

（
一
一
）

明
治
九
年
卒
を
中
心
と
し
た
若
手
医
師
に
よ
る
分
担
執
筆
の
形
を
と
る
。
一
’
五
巻
ま
で
は
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
治
験
例
が
主
で

（
注
五
）

あ
る
が
、
以
降
は
シ
ュ
ル
ッ
ェ
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ヒ
の
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

ち
な
象
に
、
明
治
九
、
十
年
、
長
谷
川
元
良
（
当
時
山
形
県
病
院
長
）
が
師
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
Ⅱ
ホ
フ
マ
ン
の
講
義
を
も
と
に
『
医
科
日

誌
』
（
巻
一
’
六
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

な
お
、
明
治
前
期
、
各
地
方
医
学
校
に
お
い
て
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
講
「
纈
帯
学
」
、
ホ
フ
マ
ン
講
「
処
方
調
剤
学
」
な
ど
が
教
科
書
と
し

て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
が
（
未
見
）
、
活
版
本
か
写
筆
本
か
不
明
。

国
鳥
ご
色
目
ロ
”
一
己
の
卑
○
旨
号
冨
号
甸
昌
国
鳥
患
．
。
．
Ｆ
画
晶
の
、
印
司
冒
〉
房
総
（
計
三
四
頁
の
論
文
冊
子
。
著
書
で
は
な
い
。
）

西
島
冒
画
昌
昌
“
目
①
国
①
罵
匡
且
①
旨
冒
冨
ロ
ロ
且
甘
冒
畠
呂
①
少
の
冒
蔚
。
冒
旨
．
貸
旦
］
・
の
①
唖
．
ｚ
胃
・
‐
ぐ
。
房
．
○
輌
冒
吻
尉
目
・
ゞ
胃
ｐ
〕
鴎
ｌ
誤
｝

な
お
、
稿
本
写
本
等
は
次
の
通
り
。

『
樛
氏
外
科
総
論
』
上
下
（
二
冊
）
。
一

『
医
科
全
書
解
剖
篇
』
（
ミ
ュ
ル
レ
ル
Ⅱ
ホ
フ
マ
ン
講
述
、
山
崎
元
脩
訳
）
、
東
京
医
覺
（
東
京
大
学
医
学
部
）
日
講
紀
聞
、
一
’
五
（
一
八
七
五
）
、

六
’
十
四
（
一
八
七
六
）
、
十
五
、
く
二
十
二
（
一
八
七
七
）
、
二
十
三
’
二
十
四
（
一
八
七
八
）
。
一
’
八
、
二
一
’
二
四
ミ
ュ
ル
レ
ル
、

胃
⑭
「
い
》
（
吟
）
胡
④
１
画
。
》
Ｈ
、
『
吟

六
’
十
四
（
一
八
七
一

他
は
ホ
フ
マ
ン
分
担
。

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

目
次
の
項
の
タ
イ
ト
ル
に
「
独
乙
第
一
等
医
官
教
師
樛
児
列
爾
氏
口
授
」
「
大
日
本
東
京
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㈲
ホ
フ
マ
ン
の
勲
章
還
納
問
題

ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
は
侍
医
で
あ
っ
た
が
（
た
と
え
ば
『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
、
第
三
、
一
九
六
九
）
、
木
戸
ら
高
官
も
し
ば
し
ば
診

（
一
）

療
し
て
い
る
。
『
木
戸
孝
允
日
記
』
二
、
三
（
一
九
三
三
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
月
よ
り
、
こ
と
に
同
九
年
六
月
以
降
、

主
と
し
て
ホ
フ
マ
ソ
が
、
長
与
專
斎
、
司
馬
盈
之
ら
を
伴
い
（
又
は
代
診
）
、
足
繁
く
往
診
し
て
い
る
。
主
訴
は
「
腹
痛
‐
弓
下
痢
」
、
そ
し
て

「
脳
病
」
に
伴
う
「
左
足
の
不
自
由
」
で
あ
る
。
結
局
ホ
フ
マ
ン
ら
は
明
治
八
年
十
一
月
に
帰
国
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
木
戸
は
全
快
に
至
ら

ず
同
十
年
五
月
に
死
去
す
る
。
直
接
の
死
因
は
服
部
（
『
近
代
諸
家
の
死
因
』
一
九
八
六
）
に
よ
れ
ば
、
心
臓
血
管
障
害
に
も
と
づ
く
急
性
心

不
全
と
お
も
わ
れ
る
。

（
一
）

件
の
木
戸
が
ホ
フ
マ
ン
に
口
約
束
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
ホ
フ
マ
ン
が
「
第
二
趣

「
斯
ク
下
級
ノ
勲
章
」
は
不
本
意
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
事
件
の
顛
末
が
一
部
す
で
に
『
日
本
外
交
文
書
』
第
十
一
巻
（
一
九
五
○
）

フ
マ
ン
」
勲
章
還
納
ノ
件
」
の
項
）
。

（
一
）

も
う
一
つ
、
ホ
フ
マ
ン
は
陸
軍
軍
医
寮
と
賃
金
の
こ
と
で
裁
判
に
及
ん
だ
。

医
学
校
教
官
司
馬
盈
之
直
訳
同
桐
原
真
節
訳
」
と
あ
る
（
東
京
大
学
蔵
）
。

『
病
学
一
汎
論
』
、
『
熱
証
論
』
、
『
診
察
論
』
。
い
ず
れ
も
、
ホ
フ
マ
ソ
の
口
授
を
「
日
講
記
聞
兼
病
院
編
集
掛
長
谷
川
元
良
」
復
講
、
「
自
強

社
中
新
潟
県
角
阪
有
馬
」
筆
記
せ
る
も
の
。
明
治
九
年
頃
（
慶
応
大
学
蔵
）
。

（
一
一
ハ
）

『
大
学
東
校
方
函
』
、
『
忽
氏
方
譜
』
。
前
者
は
ミ
ュ
ル
レ
ル
Ⅱ
ホ
フ
マ
ン
の
、
後
者
は
ホ
フ
マ
ン
の
明
治
四
、
五
年
頃
の
「
処
方
集
」
写
筆
本
（
国

立
教
育
研
究
所
蔵
）
。

補
遺

「
第
二
級
勲
章
」

こ
れ
も
、
上
記
勲
章
問
題
と
同
根
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
日
本
人

に
活
字
化
さ
れ
て
い
た
の
で
追
記
し
た
い
（
「
独
逸
人
「
ホ

受
章
と
信
じ
て
い
た
の
に
、
勲
四
等
に
留
っ
た
の
で
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ミ
ュ
ル
レ
ル
に
つ
い
て
は
、
と
か
く
軍
医
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
厳
格
な
管
理
者
と
と
ら
れ
、
軍
医
学
校
を
模
し
て
医
学
校
を
創
り
、
そ
の

禍
根
が
今
日
に
及
ぶ
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
ホ
フ
マ
ン
は
金
に
細
か
く
、
何
か
と
約
束
を
盾
に
と
る
人
と
桑
な
さ
れ
て
、
は
な
は
だ
覚

白
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
来
日
・
離
日
年
月
日

（
一
）
（
八
）

前
報
で
彼
ら
の
来
日
年
月
日
を
種
灸
記
し
た
が
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
本
人
の
言
う
通
り
、
一
八
七
一
年
八
月
二
十
三
日
、
す
な
わ
ち
旧
暦
七
月
八

日
（
ア
メ
リ
カ
経
由
）
で
あ
る
Ｃ
騨
冨
唇
署
。
鼻
ご
冒
邑
・
ぐ
。
｝
↑
腰
ｚ
○
．
筐
〉
届
ご
）
。

（
八
）

離
日
の
日
は
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
こ
れ
も
彼
の
言
う
通
り
明
治
八
年
十
一
月
二
十
五
日
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
経
由
）
で
あ
る
（
同
紙
く
巳
．

（
一
）

①
ゞ
ｚ
○
．
急
↓
届
計
）
。
ま
た
ホ
フ
マ
ン
は
そ
の
前
日
の
十
一
月
二
十
四
日
、
上
海
経
由
で
帰
国
し
た
（
同
上
紙
）
。
し
た
が
っ
て
、
前
報
で
十
一

月
中
旬
と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
上
記
紙
上
で
医
学
教
育
者
、
侍
医
と
し
て
の
彼
ら
の
業
績
を
称
え
て
い
る
。
ま
た
、
ミ
ュ
ル

レ
ル
の
帰
国
に
際
し
、
十
一
月
二
十
三
日
の
夜
、
横
浜
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
約
百
人
の
ド
イ
ツ
人
仲
間
が
集
い
送
別
宴
会
が
催
さ
れ
た
。

十
時
過
ぎ
、
ロ
シ
ア
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
の
尋
ハ
ン
ド
を
先
頭
に
各
々
た
い
ま
つ
行
列
を
組
象
、
海
岸
通
り
を
通
っ
て
ミ
ュ
ル
レ
ル
共
を
ゲ
ル
マ
ニ

ァ
倶
楽
部
に
向
う
。
倶
楽
部
で
の
催
し
で
ヒ
ル
ゲ
ン
ド
ル
フ
（
東
京
医
学
校
博
物
学
教
師
）
が
送
別
の
辞
を
述
べ
た
。
最
後
に
国
歌
を
斉
唱
し

（
八
）

解
散
し
た
。
以
上
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
記
述
と
若
干
異
る
の
で
掲
げ
て
お
く
。

（
一
）

の
口
約
束
の
虚
を
衝
か
れ
た
事
件
で
あ
ろ
う
。
前
記
「
裁
判
申
渡
書
」
に
先
立
つ
、
東
京
上
等
裁
判
所
よ
り
司
法
省
へ
の
「
裁
判
見
込
書
」

伺
（
明
八
・
九
・
二
三
）
が
あ
る
の
で
追
記
し
て
お
く
（
『
太
政
類
典
』
第
二
編
三
四
三
巻
）
。

。
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
生
没
年

（
一
）

先
に
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
生
年
を
一
八
二
二
年
と
灰
か
し
た
が
、
そ
の
根
拠
を
別
報
で
詳
述
し
、
一
八
二
二
年
四
月
二
十
一
日
生
ま
れ
と
い
う
説

（
一
一
）

を
紹
介
し
た
。

お
わ
り
に
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前
回
以
来
、
本
稿
で
は
彼
ら
の
逸
事
に
至
る
ま
で
些
細
な
こ
と
ま
で
も
挙
げ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
ホ
ブ
マ
ン
の
、
明
治
六
年
秋
、
福

岡
地
方
に
広
が
っ
た
「
流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
」
に
対
す
る
当
局
下
問
へ
の
「
医
案
」
（
『
文
部
省
報
告
』
明
治
六
年
一
五
号
）
や
、
同
じ
く
熱
海

「
温
泉
攻
能
書
」
（
同
誌
、
明
治
七
年
二
一
号
）
な
ど
も
付
加
え
て
お
こ
う
。

人
物
な
い
し
業
績
の
評
価
は
、
そ
こ
だ
け
を
切
り
離
し
て
云
を
す
る
と
見
誤
る
こ
と
も
あ
る
う
。
以
上
、
彼
ら
の
全
体
像
把
握
の
今
後
の
資

料
と
し
て
、
些
事
な
が
ら
紹
介
し
た
所
以
で
あ
る
。

総
じ
て
、
当
時
の
日
本
人
に
す
れ
ば
（
あ
る
い
は
今
日
で
も
）
、
〃
柔
川
の
ホ
フ
マ
ン
よ
り
も
〃
剛
″
の
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
方
が
理
解
し
や
す
く
、

共
鳴
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
前
述
新
聞
紙
面
で
は
ホ
フ
マ
ソ
に
対
し
よ
り
多
く
の
行
数
を
割
き
、
彼
の
業
績
、
と
り
わ
け
、
皇
族

や
政
府
高
官
に
対
す
る
診
療
な
い
し
相
談
役
、
在
日
外
国
人
の
頼
み
の
綱
と
し
て
果
し
た
功
績
を
口
を
窮
め
て
誉
め
て
い
る
。

え
が
よ
く
な
い
。

掴
筆
に
際
し
、
御
教
示
、
資
料
提
示
を
戴
い
た
故
遠
藤
毅
博
士
（
西
ド
イ
ツ
）
を
始
め
、
冨
勗
．
ｐ
酔
爵
く
騨
旨
（
ハ
イ
チ
）
、
冒
鄙
．
曰
く
匡
冨
胃
司
（
西
ド
イ

ツ
）
、
鹿
子
木
敏
範
教
授
（
熊
本
大
学
）
の
諸
氏
、
国
立
国
会
図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
、
ｚ
胃
Ｌ
巨
〕
○
シ
Ｐ
東
京
大
学
・
順
天
堂
大
学
・
慶
応
大
学
・
広
島
大

学
・
東
北
大
学
各
図
書
館
、
佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
、
山
口
県
立
図
書
館
の
関
係
各
位
に
深
謝
す
る
。

注

（
一
一
ハ
）

（
一
）
「
ホ
フ
マ
ン
師
が
臨
床
講
義
を
す
る
時
に
は
、
医
長
〔
佐
々
木
東
洋
〕
が
前
以
て
患
者
の
病
歴
現
在
症
状
害
を
作
り
と
坐
の
へ
、
医
員
と
共
に
待
っ

て
ゐ
る
。
ホ
師
は
訳
官
〔
三
宅
秀
〕
を
先
導
と
し
て
来
場
し
、
病
歴
を
き
上
と
り
て
か
ら
、
患
者
に
つ
い
て
講
義
を
開
始
し
た
。
」
「
或
時
、
屍
体

解
剖
に
際
し
、
先
生
は
ホ
師
に
向
っ
て
意
外
の
希
望
を
述
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
屍
体
を
解
剖
す
る
前
に
、
打
診
で
心
臓
や
肝
臓
の
境
界
を
予
め
定
め

お
い
て
か
ら
、
解
剖
し
て
見
せ
て
頂
き
た
い
と
云
ふ
の
で
あ
っ
た
。
ホ
師
は
之
を
き
坐
喜
ん
で
、
其
通
り
に
や
っ
て
糸
せ
た
。
す
る
と
結
果
は
打

（
一
七
）

診
と
全
く
符
合
し
た
の
で
、
生
徒
一
同
も
ホ
師
の
技
能
を
驚
嘆
し
た
と
い
ふ
・
」
石
黒
忠
直
曰
く
「
ホ
フ
マ
ン
と
い
ふ
人
は
、
独
逸
で
も
有
名
な
大

家
タ
ラ
ウ
ベ
の
門
人
で
、
打
診
聴
診
は
殊
更
得
意
で
あ
っ
た
。
」
（
『
毫
録
』
一
九
二
四
）
。
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文
献

（
三
）
尻
○
ｍ
の
固
〉
弓
．
）
尻
澤
四
目
匡
国
）
弓
．
砕
く
旨
目
ｑ
①
旨
）
国
・
媚
の
○
日
①
｝
①
茸
①
扇
画
ロ
Ｑ
も
凹
己
①
扇
Ｏ
ｐ
Ｆ
の
○
℃
○
丘
昌
匡
』
①
『
閏
丘
弓
昏
ｇ
ｑ
ｏ
Ｈ
国
○
串
目
ロ
ロ
．
毎
口
目
Ｑ
‐

の
夙
○
崗
号
①
弓
○
弄
琶
○
戸
【
①
島
ｏ
匙
少
ｎ
口
Ｑ
①
曰
く
旨
詳
｝
〕
の
①
脚
国
電
シ
庁
嘗
①
国
）
シ
ｎ
ｓ
夛
畠
⑦
Ｑ
・
国
○
］
．
）
閏
“
＄
ｌ
「
『
》
岳
器

（
酉
）
Ｆ
秒
』
ふ
い
厨
一
秒
毎
○
昌
旦
①
弓
｝
］
く
い
添
冒
⑦
』
Ｑ
①
］
ず
陽
房
弄
四
目
の
⑦
己
巨
ず
屋
哩
．
Ｐ
①
哩
Ｑ
①
』
》
①
昌
切
国
頭
ロ
⑥
目
局
昌
庁
印
寺
Ｑ
①
」
口
①
×
①
吋
凰
○
①
Ｑ
①
］
四
国
〕
か
Ｑ
㈹
９
口
①
の
自
用
閂
凰
己
．
甸
画
ｍ
ｇ
○
厘
斤

］
声
（
胃
的
心
Ｃ
ｌ
牌
⑭
③
画
）

二
）
尤
も
、
「
大
学
東
校
是
迄
元
津
藩
邸
二
御
坐
候
処
当
所
〈
東
京
府
中
最
平
凹
殊
二
湿
気
汚
穣
ノ
地
二
御
坐
候
上
兵
部
大
病
院
以
来
仮
二
長
屋
向
ヲ
以

病
院
二
相
整
候
処
追
々
破
損
候
ヲ
其
時
二
修
理
ヲ
加
へ
是
迄
相
凌
来
候
へ
共
最
早
大
廃
二
及
候
テ
仮
令
今
又
姑
息
ノ
営
繕
仕
候
共
入
費
莫
大
更
二
弱８

其
功
無
之
顕
然
必
死
ト
指
差
候
」
（
明
治
三
年
十
月
二
十
四
日
大
学
伺
、
「
公
文
録
」
大
学
之
部
明
治
四
年
一
月
’
四
月
）
、
ま
た
「
其
上
学
校
向
書

生
舎
モ
同
様
大
破
二
相
成
殊
二
聿
冒
生
舎
〈
元
来
古
屋
敷
ヲ
取
繕
仮
二
舎
卜
為
シ
生
徒
入
置
候
処
極
々
破
損
最
早
梅
雨
暑
中
二
及
上
侯
〈
、
住
居
難

致
形
勢
二
相
成
頻
二
苦
情
申
出
候
〔
略
〕
此
儘
ニ
テ
ハ
大
二
勤
学
ノ
妨
ヶ
健
康
ヲ
害
シ
最
早
致
方
無
御
坐
不
得
止
営
繕
ノ
儀
奉
願
候
」
（
明
治
四
年

二
一
銅
大
学
伺
、
『
公
文
録
』
同
上
）
等
を
、
再
三
営
繕
な
い
し
上
野
造
営
を
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
一
己
前
報
二
七
七
頁
で
〔
一
八
七
二
年
一
月
昇
進
〕
と
し
た
が
、
七
三
年
の
誤
り
。

ａ
）
管
見
な
い
し
確
認
し
え
な
か
っ
た
も
の
。

冨
昌
命
罵
《
己
⑦
目
色
巳
Ｑ
ｏ
ｏ
①
門
①
言
○
‐
営
昌
騨
房
ご
〕
届
ミ
（
い
わ
ゆ
る
彼
の
ド
ク
ト
ル
論
文
）
。

昌
芦
冒
鼻
の
〕
弱
・
叩
ご
ず
閂
呂
⑦
」
秒
℃
四
目
胃
胃
ｏ
３
巨
忌
尉
三
］
庁
〉
冒
旨
．
Ｑ
扇
島
．
○
偶
．
ｚ
胃
・
‐
く
○
房
．
○
い
国
巴
①
目
・
〕
胃
（
印
）
》
閏
Ｉ
喝
》
（
の
）
”
の
Ｉ
馬
》
（
己
）
》

や
１
５
扁
囹
１
劃
（
こ
れ
は
よ
く
、
彼
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
二
一
宅
秀
の
名
を
冠
し
て
い
る
が
、
実
は
ミ
ュ
ル
レ
ル
著
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ど

こ
に
も
そ
の
旨
明
記
し
て
い
な
い
の
で
、
彼
の
凹
巨
農
。
昌
望
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
）
、
ｊ

悪
毒
噌
《
：
乏
蔦
自
噸
；
Ｑ
津
働
昌
島
の
昌
騨
頭
８
“
。
こ
の
冒
冨
員
）
ゞ
．
届
＄
（
論
文
）
。
“（

Ｏ

（
三
）
阿
知
波
は
記
し
て
い
な
い
が
、
『
医
院
雑
誌
』
に
は
ミ
ュ
ル
レ
ル
執
刀
の
「
睾
丸
硬
腫
摘
出
」
（
巻
一
）
、
「
膝
脳
動
脈
之
跳
血
嚢
」
（
巻
三
）
が
載
っ

て
お
り
、
ま
た
「
麻
酔
薬
用
法
」
講
義
（
巻
五
）
も
あ
る
。

（
一
）
小
関
恒
雄
「
御
雇
教
師
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
（
一
）
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
九
巻
、
二
七
六
’
二
九
○
頁
一
九
八
二
一
年
。

（
二
）
小
関
恒
雄
、
Ｈ
・
フ
ィ
ァ
ン
デ
ン
「
御
一
屋
教
師
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
の
生
・
没
年
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
三
○
一
号
、
六
二
１
く
六
四
頁
、

一
九
八
三
年
。
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（
〈
）

（
九
）

（
一
つ
）

（
一
一
）

（
一
二
）

（
一
三
）

（
一
四
）

（
一
三
）

（
一
六
）

（
一
壱
）

尻
目
君
冒
己
駅
国
・
詞
・
弓
．
叩
戸
匡
再
興
９
口
匡
旨
帰
国
画
鳥
目
ｏ
旨
①
白
伊
３
，
口
蜜
Ｈ
ｇ
の
尻
旨
号
門
目
且
国
異
堅
》
量
ミ
ミ
言
胃
言
嘗

小
関
恒
雄
「
明
治
期
の
東
京
大
学
御
雇
教
師
、
卒
業
記
念
、
そ
の
他
の
写
真
」
『
医
学
選
粋
』
三
○
号
、
一
七
’
二
○
頁
、
一
九
八
二
年
。

入
沢
達
吉
「
レ
エ
オ
ポ
ル
ド
・
ミ
ュ
ル
レ
ル
（
本
邦
医
育
制
度
の
創
定
者
）
」
『
中
外
医
事
新
報
』
一
二
○
○
号
、
四
○
三
’
四
一
三
頁
、
一
九

冒
昌
ｑ
〕
Ｆ
，
”
弓
。
霞
。
‐
狩
凹
百
．
騨
厨
Ｎ
ｇ
匡
且
国
甸
旨
旨
の
昌
畠
の
巨
画
９
号
『
厚
岸
烏
“
圖
睡
侭
①
冒
己
日
唖
＆
冒
冒
唄
旨
諒
團
目
〉
扇
ご
ｌ
届
割
〕
ロ
胃
昏

詞
身
号
・
ふ
司
曽
や
闇
浄
産
早
急
鱒
届
罷
石
橋
長
英
、
小
川
鼎
三
、
今
井
正
（
訳
）
『
東
京
‐
医
学
』
日
本
国
際
医
学
協
会
、
一
九
七
五
年
。

小
関
恒
雄
「
明
治
六
、
七
年
度
東
京
大
学
医
学
部
学
科
表
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
九
巻
、
四
六
二
’
四
七
六
頁
、
一
九
八
三
年
。

小
関
恒
雄
「
榊
俶
先
生
の
修
学
時
代
」
『
榊
俶
先
生
顕
彰
記
念
誌
』
二
三
三
’
二
五
二
頁
、
榊
俶
先
生
顕
彰
会
、
一
九
八
七
年
。

小
関
恒
雄
「
明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
生
動
静
一
覧
（
一
）
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
巻
、
三
一
七
’
三
二
七
頁
、
一
九
八
七
年
。

宗
田
一
「
医
療
今
昔
物
語
３
脚
気
」
『
臨
床
科
学
』
二
三
巻
、
一
六
四
一
’
一
六
四
八
頁
、
一
九
八
七
年
。

西
尾
篤
『
繍
像
明
治
名
医
伝
』
第
一
号
、
刀
圭
書
院
、
一
八
八
三
年
。

根
本
曽
代
子
『
日
本
の
薬
学
ｌ
東
京
大
学
薬
学
部
前
史
ｌ
』
南
山
堂
、
一
九
八
一
年
。

阿
知
波
五
郎
「
わ
が
国
外
科
に
及
ぼ
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
医
学
の
影
響
（
四
）
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
二
巻
四
号
、
二
’
七
六
頁
、
一
九
六
六
年
。

小
関
恒
雄
「
明
治
初
年
の
東
京
大
学
医
学
部
「
方
函
」
（
一
）
、
（
二
）
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
○
巻
、
四
五
六
’
四
六
七
頁
、
一
九
八
四
年
、

三
一
巻
、
四
三
○
’
四
四
○
頁
、
一
九
八
五
年
。

小
池
重
「
杏
雲
堂
三
代
記
（
一
）
」
『
東
京
医
事
新
誌
』
七
○
巻
、
五
二
一
’
五
二
六
頁
、
一
九
五
三
年
。

（
新
潟
大
学
医
学
部
）

三
二二

年
□

（47）599



○
つ
の

NotesonLeopoldMiillerandTheodorE.Hoffmann,founders

oftheMedicalSchoolOfTokyointheearlyMeijiera(2)

byTsuneoKOSEKI

Continuingfromthepreviouspaper(thisjournal:Vol.29,No.3,276-290,1983),theauthorhas

appendedvariouschronologicalmattersregardingLeopoldMiillerandTheodorE.Hoffimann;fbrexample,
thedateofMiiller'sbirth:April21,1822;thedateofHoffiman'sdeparturefromJapan:November24,
1875,etc.

Theauthoralsodescribedtheircontributionstomedicalandpharmaceuticaleducationandmadea
listofeachman'swritings.

Figurelonpage592isaportraitofMiillerprintedinl883.Theauthorpointedoutsomemistakes
inthedetailsoftheportrait.

（
⑱
都
）


